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授業における活用①
～クラス内での情報共有・同時作業～

•思考を促す授業（アクティブ・ラーニング）での活用

•各教科や総合的な学習の時間のなかで、情報活用能力を育む学習
活動を行う

•写真、スライド、スプレッドシート等を共有

（写真）タブレットで調べたり、作業したりしている様子 （資料）複数生徒が同時に質問案を書き込んだスプレッドシート

21世紀型スキルの育成
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授業における活用②
～遠隔地との情報共有・同時作業～

•地域人材から海外企業まで、さまざまな外部講師による授業実施に。
授業前後のファイル共有や、ビデオハングアウト（TV会議）など

•生徒同士や生徒と教員が教室以外でもファイルを同時作業し、準備
やまとめを進める

•不登校生徒への課題配布や成果受取、フィードバックも可能

（資料）外部講師を招く授業計画をドキュメントで作成し事前共有

2

学ぶ機会の拡大・多様化

（写真）海外とハングアウトでつながる生徒



生徒交流における活用
～テレビ会議～

（写真下）夏休みに開催した
双葉郡中高生交流会

（写真上）ビデオハングアウトで
中学校生徒会が交流
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地域のつながり

双葉郡8町村の学校は、現在、

福島県内の離れた場所で活動。
生徒同士が顔を合わせる機会
は、交流会、体育大会、サミット、
などごくわずか。

実際に集まるのは距離・時間的
に難しいため、ビデオハングア
ウトを使用した生徒会の交流で、
8町村中学校の連携を補完。



校務関連における活用
～スケジュール、アンケート、データの共有等～

行事や会議、研修、受験関連スケジュール
をカレンダーで共有（校内・外など内容別にカレ
ンダー作成し、それぞれ関係者に共有）
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教職員の校務効率化

行事や研修後アンケート等にフォームを利用。
電子ファイルへの転記や、集計の手間が省
ける。記入者にとっても、いつでもどこでも書
き込め後で見返すことも可能

授業や行事の画像・動画の保存と視聴。

進路指導関係のファイルも、一度ダウン
ロードすれば校内で共有できるため便利


